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堺市世界文化遺産推進室 

百舌鳥・古市古墳群の 
世界文化遺産登録に係る 

現状報告について 
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１「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産としての価値 

 

２「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産登録に向けた 

 課題の解決 

 

３世界文化遺産登録に向けた国内推薦の状況 

 

４平成２８年の国内推薦に向けて 

 本日お話しする項目 
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 「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産としての価値 

■世界遺産とは 
 ○地球の生成と人類の歴史によって生み出され、過 
 去から現在へと引継ぎ、未来へと伝えていかなけ 
 ればならない人類共通の遺産。 
○1972（昭和47）年 世界遺産条約 制定 
（正式：世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約） 

 ⇒日本が条約を批准したのは1992（平成４）年。 

■世界遺産登録の目的 

○地球上の貴重な遺産を守り、次世代に継承する 
○日本が世界に誇るべき貴重な歴史遺産を人類の 
 宝として後世まで末永く守り伝える 
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 「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産としての価値 

■世界遺産の種類 
 ○文化遺産： 
顕著な普遍的価値を有
する記念物、建造物群、
遺跡、文化的景観 

モン・サン・ミシェルとその湾 グランド・キャニオン国立公園 ギョレメ国立公園、 
    カッパドキアの岩窟史跡 

○自然遺産： 
顕著な普遍的価値を有す
る地形や地質、生態系、
景観、絶滅のおそれのあ
る動植物の生息・生息地
などを含む地域 

○複合遺産： 
文化遺産と自然遺産の両
方の価値を兼ね備えてい
る遺産 
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 「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産としての価値 

■百舌鳥古墳群 

ニサンザイ古墳 

仁徳天皇陵
古墳 

履中 

天皇陵
古墳 

○大阪府堺市所在 

○東西４km、南北４kmの範囲に
広がる 

○前方後円墳12基、帆立貝形墳
10基、方墳5基、円墳17基な
ど総数44基が残る 

○仁徳天皇陵古墳（墳長
486m）、履中天皇陵古墳

（365m）、ニサンザイ古墳
（300m）などの巨大古墳 

○４世紀後半から５世紀後半に
かけて主要な古墳が造られた 
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 「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産としての価値 

■古市古墳群 

応神天皇陵
古墳 

仲哀天皇陵
古墳 仲姫命陵 

古墳 

○大阪府羽曳野市～藤井寺市にかけて

所在 

○東西４km､南北４kmの範囲に広が

る 

○前方後円墳19基、帆立貝形墳２基、

方墳17基、円墳7基の総数45基が残

る 

○応神天皇陵古墳（墳長425m）､仲姫

命陵古墳（290m）、仲哀天皇陵古

墳（242m）などの巨大古墳 

○４世紀後半から6世紀前半にかけて

古墳が造られた 
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 「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産としての価値 

秦始皇陵（中国）515m×485m 前3世紀 ギザのクフ王ピラミッド（エジプト） 
               230m 前26世紀 

「秦始皇陵」や「クフ王ピラミッド」と並ぶ世界最大級の墳墓である「仁徳
天皇陵」などを含む王墓群である 

仁徳天皇陵古墳 
 486m×307m 
  5世紀 

■世界最大級の王墓 
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 「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産としての価値 

世界の多くの専門家から高い評価
を獲得 
 
例えば 
「Ｗｏｗ（ワオ！）遺産」 
「感動を与える素材」 

『市民に誇りを持って 

いただける歴史遺産』 

応神天皇陵古墳 

仁徳天皇陵古墳 
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 「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産としての価値 

文字普及以前の古代国家形成期、前方後円墳を頂点とする形と大きさによ
り、そこに葬られた人の政治的な力や階層・身分の差を表現 

■古墳の形と大きさで政治的身分を表現 

世界遺産登録の目標  「百舌鳥・古市古墳群」の 
世界文化遺産登録に向けた課題の解決について 
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■大都市にある歴史遺産をどう守るのか 

○緩衝地帯（バッファゾーン）の範囲は、百舌鳥古
墳群・古市古墳群全体を囲む地域として、道路・
鉄道・河川などの地形地物や用途地域を境界線と
して設定 

○規制内容は、建物の高さ、意匠（色彩など）、屋
外広告物など 

○建物の高さ規制は、古墳周辺は厳しく、遠ざかる
ほど緩やかになるよう設定 
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世界遺産登録の目標  「百舌鳥・古市古墳群」の 
世界文化遺産登録に向けた課題の解決について 

【具体的には】 
陵墓（天皇陵など）を世界遺産に登録する必
要性の明確化 

宮内庁と文化庁を交えて協議を重ね、 
「静安と尊厳」の保持を前提に、世界遺産登録する 
ことを確認 

構成資産合計 ６１基

うち陵墓 ３４基

うち国史跡 ３１基

うち両方にかかるもの ４基
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■陵墓（天皇陵など）を世界遺産登録する必要があるか 

世界遺産登録の目標  世界文化遺産登録に向けた国内推薦の状況 
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資  産  名 暫定一覧 
表記載年 

古都鎌倉の寺院・神社ほか 平成 ４年 

彦根城 平成 ４年 

飛鳥・藤原の宮都とその関連遺産
群 

平成１９年 

長崎の教会群とキリスト教関連遺
産 

平成１９年 

国立西洋美術館（本館） 平成１９年 

北海道・北東北を中心とした縄文
遺跡群 

平成２１年 

宗像・沖ノ島と関連遺産群 平成２１年 

金を中心とする佐渡鉱山の遺産群 平成２２年 

百舌鳥・古市古墳群 平成２２年 

平泉※（拡張） 平成２４年 

※正式名称は「平泉ー仏国土（浄土）
を表す建築・庭園及び考古学的遺跡
群ー 

平成２６年国内推薦済 

平成２６年国内推薦済 

平成２７年国内推薦済 

北海道・北東北を中心とした縄文
遺跡群 

宗像・沖ノ島と関連遺産群 

金を中心とする佐渡鉱山の遺産群 

百舌鳥・古市古墳群 

世界遺産暫定一覧表記載資産 １０件（平成27年8月現在） 
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世界遺産登録の目標  世界文化遺産登録に向けた国内推薦の状況 

新潟市の沖合に浮かぶ外周お
よそ280ｋｍの佐渡島。確認
されているだけで約30もの鉱
山が分布。 
（12世紀～１９８９年） 

【金を中心とする佐渡鉱山の遺産群】 【北海道・北東北を中心とした縄文遺跡群】 

津軽海峡を挟んだ日本列島の
北海道・北東北に位置し、縄
文時代の人々の生活跡の実態
を示す遺跡18からなる考古学
的遺跡群。 
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世界遺産登録の目標  世界文化遺産登録に向けた国内推薦の状況 

問 「宗像・沖ノ島と関連遺産群」にどうして、「百舌
鳥・古市古墳群」は負けたのか 
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資産価値の差ではなく、準備状況の差のみ 

○推薦書の作成状況（特に英文作成） 
○緩衝地帯の設定状況 
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世界遺産登録の目標  平成２８年の国内推薦に向けて 
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１ 推薦書のブラッシュアップ（英文作成を含む） 

２ 来訪者対策（ソフト・ハード両面） 

 誘導サイン、説明サインの充実 

 休憩施設等の設置（特にトイレ） 

３ 機運醸成 

市 民  ⇒  府 民  ⇒  国 民 

■今後取り組みこと 

世界遺産登録の目標  平成２８年の国内推薦に向けて 

平成２３年 
府・３市が共同してシンポジ
ウム等ＰＲ活動を推進 

地域住民が中心となり古
墳周辺の清掃活動等を実
施 

平成２７年 東京でのシンポジウム等 
ＰＲ活動を推進 

３市議会による「登録
推進議員連盟」設立 
（H26.4.1） 平成２６年 

国会議員による「登録を
推進する議員連盟」設立
（H27.3.30） 

「百舌鳥・古市古墳群の 
世界遺産を応援する 

堺市民の会」及び「もず
ふる応援隊」設立 
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世界遺産登録の目標  平成２８年の国内推薦に向けて 
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■百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録を応援する堺
市民の会の設立 

○6月27日に設立記念式・記念講演会を開催。 

世界遺産登録の目標  平成２８年の国内推薦に向けて 
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大阪府・堺市・羽曳野市・藤井寺市は、
一丸となって平成28年の国内推薦を 
めざして頑張ってまいりますので、 
なお一層のご支援・ご協力を 
よろしくお願いいたします。 


